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「千葉県全県域汚水適正処理構想（案）」に対する意見と県の考え方 
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１ パブリックコメント実施期間   令和５年１１月１４日（火）～１２月１３日（水） 

２ 意見提出者数（意見の延べ件数） ３人（６件） 

３ 提出された意見の概要と県の考え方 

 

御意見の概要 県の考え方 

合併処理浄化槽の維持管理には結構費用が

かかります。下水道を利用する場合と比べて

負担が大きいと思いますので、補助があれば

助かります。 

現在 、県として維持管理費用に対する

補助は行っていませんが、いただいたご

意見については、今後の補助制度の検討

の際に参考とさせていただきます。  

市街化調整区域では、昔から自宅の敷地内に

穴を掘り、そこに生活排水を流し込んでいる

家があります。条例などで禁止にすることは

できないでしょうか。 

千葉県環境保全条例第３５条では、「県

民は公共用水域の水質の保全を図るた

め、調理くず、廃棄食用油等の処理、洗

剤の使用等を適正に行うように心がけ

るとともに、県又は市町村による生活排

水対策の実施に協力しなければならな

い」とされています。 

県では、し尿のみを処理し、生活雑排水

は処理せずに放流する単独処理浄化槽

等から、し尿と生活雑排水の両方を処理

できる合併処理浄化槽への転換につい

て、補助金を交付するなど整備促進を行

っているところです。 

 

 

 

 

 

 

 



千葉県全県域汚水適正処理構想を如何に活

かすか。県民への情報提供と学習の機会を設

けることが不可欠であると思います。 

千葉県全県域汚水適正処理構想は、令和

３１年度には全県民が適正な汚水処理

が行えるよう、県、市町村、県民の役割

を明確にしたものです。 

県民の皆様には、合併処理浄化槽への転

換や台所に油を流さないでほしいとい

うお願い等を記載した内容となってお

り、ホームページ等で広く周知を図って

まいります。 

千葉県全県域汚水適正処理構想を推進する

ため、浄化槽の維持管理に関する啓発を目

的とした「浄化槽啓発講習会」の再開をお

願いします。 

 また、「浄化槽啓発講習会」の開催にあた

っては、講習内容に SDGsの行動を取り込む

ようお願いします。 

県では、浄化槽の維持管理に関する県民

の意識向上について広く啓発すること

が重要と考えており、法定検査について

のラジオ CM の放送や、管理者の義務で

ある法定検査・保守点検・清掃、及び日

頃の使用方法について記載したリーフ

レットの配布等を行っているところで

す。 

県民一人ひとりへ排水を浄化しないと環境

破壊へのリスクが高まることを意識させる

ことが大事であり、本文へリスクに関する

資料・データー等を追記できないか。 

千葉県全県域汚水適正処理構想は、全県

民が適正な汚水処理が行えるよう最適

な汚水処理の整備手法を定めるもので

あり、環境破壊へのリスクに関するデー

タ等については、本編への掲載はしてい

ません。 

なお、本編８ページには、河川・湖沼・

海域の環境基準の達成率について記載

しており、詳細な水質データについて

は、千葉県環境白書に掲載されていま

す。 

今後は広域の汚水処理場などに集約するた

めに全域を配管で繋ぎ大規模化するのでは

なく、単独個別浄化槽に切り替えるなど見直

すことで、頭打ちの普及率を向上させること

が喫緊の解決策になると考えるので意見を

提出します。 

千葉県全県域汚水適正処理構想は、全県

民が適正な汚水処理が行えるよう最適

な汚水処理の整備手法を定めるもので、

本構想（案）は現在の整備状況を踏まえ

目標年次を令和３１年度として集合処

理と個別処理の整備区域を見直してい

ます。 

なお、本構想（案）に基づき適切な手法

による整備を進め、汚水処理人口普及率

を向上させてまいります。 

 

 


